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○杏林大学大学院保健学研究科履修規程 

 

制定 平成 ７年 ９月２８日             
改正 平成１２年 ９月１８日 平成１３年１２月１７日 

平成２０年 ３月１０日 平成２２年 ３月１５日 
平成２４年 ３月１９日 平成２５年 ３月２５日 
平成２９年 ３月１３日 令和 元年１１月２０日 

   令和 ３年 １月２０日 令和 ３年１１月１７日
            

（目的） 

第１条 この規程は杏林大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第２２条第

１項の規定に基づき、杏林大学大学院保健学研究科（以下「研究科」という。）に

おける履修方法について定めることを目的とする。 

 （主科目と副科目） 

第２条 研究科の授業科目は、当該専門分野の授業科目及び研究科共通の授業科目を

主科目とし、それ以外の授業科目を副科目とする。 

 （授業科目と単位） 

第３条 授業科目及び単位数については、大学院学則別表２－１、２－２及び２－３

の定めるところによる。 

２ 平成２９年度以降の入学生においては以下の各号による。 

（１）保健学専攻博士前期課程では、主科目のうち指導教授の担当科目４単位以上を

選択必修、特別研究４単位及び研究科共通科目の研究倫理２単位を必修とする。 

（２）保健学専攻博士後期課程では、主科目のうち６単位以上を選択必修、特別研究

Ⅰ（４単位）、特別研究Ⅱ（２単位）及び特別研究Ⅲ（２単位）を必修とする。 

（３）看護学専攻博士前期課程では、専門看護師を目指す者にあっては主科目のうち

２４単位を必修、専攻共通科目のうち１４単位以上を選択必修とする。それ以外

の者は、主科目のうち指導教授の担当科目４単位以上を選択必修、特別研究４単

位及び研究科共通科目の研究倫理２単位を必修とする。 

（４）看護学専攻博士後期課程では、統計学Ⅰ（２単位）、指導教授の担当科目（４

単位）、ジャーナルクラブⅠ・Ⅱ（各２単位）、特別研究Ⅰ（４単位）、特別研

究Ⅱ（２単位）及び特別研究Ⅲ（２単位）を必修とする。 

（５）各セメスターで履修すべき最低単位数を２単位とする。 

３ 令和４年度以降の臨床心理学専攻博士前期課程の入学生においては以下の各号に 

よる。 

（１） 主科目のうち３８単位を必修、研究科共通科目の研究倫理２単位を必修とする。   

（２）各セメスターで必修すべき最低単位数を２単位とする。 

４ 臨床心理学専攻博士前期課程において、公認心理師となるために必要な科目は、 

別表１のとおりとする。 

 （履修申告） 

第４条 授業科目の履修にあたっては指導教授の承認を受け、所定の期日までに履修

申告を行わなければならない。 
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 （他の研究科等の履修） 

第５条 本学の医学研究科、国際協力研究科及び本学以外の大学院などの教育研究施

設の授業科目を履修し単位を取得する場合は、事前に指導教授を通じて保健学研究

科長に申し出て許可を得なければならない。 

２ 前項の規定により履修した授業科目の単位は副科目として認められる。 

 （成績評価） 

第６条 履修科目の総合判定はＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語で示される。 

２ 前項の各評語は、総合判定を１００点とした場合、Ｓが９０点以上、Ａが８０点

以上９０点未満、Ｂが７０点以上８０点未満、Ｃが６０点以上７０点未満、Ｄが６

０点未満若しくは定期試験欠席を意味し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とす

る。 

３ 本学の他研究科及び本学以外の大学院等で修得した授業科目（単位）を認定した

場合の評語はＮとする。 

 （総合成績評価） 

第６条の２ 前条の成績の評価に対して次の各号に基づいたグレード・ポイント（以

下「ＧＰ」という。）を設定し、下記計算式によりＧＰの平均（グレード・ポイン

ト・アベレージ（以下「ＧＰＡ」という。）を算出することで、総合成績評価を行

う。 

２ 成績の評価に対するＧＰは、Ｓが４点、Ａが３点、Ｂが２点、Ｃが１点、Ｄが０

点とする。 

３ ＧＰＡを算出する基準は、次のとおりとする。 

 ＧＰＡ＝｛（各学期に評価を受けた科目のＧＰ）×（当該科目の単位数）｝の累計

／（各学期配当の履修登録科目の単位数の合計）の累計 

 （論文及び特定の課題についての研究成果の審査要件） 

第７条 論文及び特定の課題についての研究成果の審査要件は以下の各項による。 

２ 博士前期課程においては、２年以上在学し３０単位以上を修得した者又は当該セ

メスター内にこの条件を満たす見込の者は修士論文又は特定の課題についての研究

の成果の審査を受けることができる。ただし、特定の課題についての研究の成果の

審査は、看護学専攻博士前期課程の専門看護師を目指すもの、又は保健学専攻博士

前期課程の専修免許状取得を目指すものに限る。 

３ 臨床心理学専攻博士前期課程においては、２年以上在学し４０単位以上を修得し

た者又は当該セメスター内にこの条件を満たす見込の者は特定の課題についての研

究の成果の審査を受けることができる。 

４ 博士後期課程においては、３年以上在学し２０単位以上を修得した者又は当該セ

メスター内にこの条件を満たす見込の者は博士論文の審査を受けることができる。 

５ 特に優れた研究業績を挙げた者については、大学院学則第２６条第１項及び第２

６条の２第１項第２号のただし書きによることができる。 

 （論文審査手続） 

第８条 論文の審査を受ける者は論文の提出に先立って指定の期日までに論文題目を

申告しなければならない。 
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２ 学位論文の審査を受ける者は前項の手続きを行った後、指定された期日までに杏

林大学学位規程第８条の規定にかかわらず学位論文の原本１部及び原本と同じもの

３部を研究科長に提出しなければならない。 

３ 研究科長は審査に当たり公開発表会を開催しなければならない。 

 （博士論文） 

第９条 博士論文の審査等に関する細部の取扱いについては別に定める。 

 （その他） 

第１０条 研究科の履修について大学院学則及びこの規程に定めのない事項は、すべ

て研究科委員会の定めに従うものとする。 

（改廃） 

第１１条 この規程の改廃は、研究科委員会で審議し、決定するものとする。 

 

   附 則 

 この規程は、平成 ８年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１３年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成１４年 ４月 １日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２０年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成２２年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成２４年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 （施行期日）  

１ この規程は、平成２５年 ４月 １日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規程は、平成２５年４月１日以降の入学生に適用し、平成２４年９月１５日

以前の入学生については、改正前の規程を適用する。 

附 則 

 この規程は、平成２９年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和 ２年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和 ３年 ４月 １日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、令和 ４年 ４月 １日から施行する。 

２ この規程は、令和４年度以降の入学生に適用し、令和３年度以前の入学生につい

ては、改正前の規程を適用する。 
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別表１ 公認心理師となるために必要な科目 
 

公認心理師となるために 
必要な大学院における科目名 

本学開講科目 単位数 

保健医療分野に関する理論と
支援の展開 

保健医療分野に関する理論と
支援の展開 

２ 

福祉分野に関する理論と支援
の展開 

福祉分野に関する理論と支援
の展開 

２ 

教育分野に関する理論と支援
の展開 

教育分野に関する理論と支援
の展開 

２ 

司法・犯罪分野に関する理論と
支援の展開 

司法・犯罪分野に関する理論と
支援の展開 

２ 

産業・労働分野に関する理論と
支援の展開 

産業・労働分野に関する理論と
支援の展開 

２ 

心理的アセスメントに関する
理論と実践 

心理的アセスメントに関する
理論と実践 

２ 

心理支援に関する理論と実践 心理支援に関する理論と実践 ２ 

家族関係・集団・地域社会にお
ける心理支援に関する理論と
実践 

家族関係・集団・地域社会にお
ける心理支援に関する理論と
実践 

２ 

心の健康教育に関する理論と
実践 

心の健康教育に関する理論と
実践 

２ 

心理実践実習 

心理実践実習Ⅰ 
心理実践実習Ⅱ 
心理実践実習Ⅲ 
心理実践実習Ⅳ 

２ 
２ 
２ 
４ 

 
 


